
 - 1 - 

 

第 31 回「県と市町村との協議の場」 

 

日 時：令和 8 年 6 月 2 日（火） 15時 15 分～17時 15 分 

場 所：県庁本館 3 階 特別会議室 （オンライン併用） 

 

出席者： 

 〔長野県〕 

  阿部 守一（知事）        関 昇一郎（副知事）  

  新田 恭士（副知事）       中村 徹（企画振興部長） 

  小池 広益（県民文化部長） 

 〔長野県市長会〕 

  小泉 俊博（副会長 小諸市長）   栁田 清二（理事 佐久市長）※ 

今井 敦(理事 茅野市長)     小川 修一（理事 千曲市長） 

 〔長野県町村会〕 

  羽田 健一郎（会長 長和町長）  藤澤 泰彦（副会長 生坂村長） 

  山村 弘（副会長 坂城町長）   下平 喜隆（理事 豊丘村長） 

  中村 義明（理事 小谷村長）   日䑓 正博（理事 木島平村長） 

 ※…オンライン出席  

 

 

１ 開  会 

   

（中村企画振興部長） 

 定刻となりましたので、これより第 31回の「県と市町村との協議の場」を開催いたしま

す。本日の進行を務めさせていただきます県企画振興部長の中村でございます。よろしく

お願いいたします。 

開会に当たりまして、阿部知事から御挨拶を申し上げます。 

 

 

２ 挨  拶 

 

（阿部知事） 

 着座で失礼します。改めまして、今日は大変お忙しい中、小泉副会長はじめ市長会の皆

様方、羽田会長はじめ町村会の皆様方には、県庁にお集まりいただきましてありがとうご

ざいます。また、平素から県政の推進に当たりましては、大変な御支援、御協力をいただ

いておりますこと、この場をお借りして感謝を申し上げたいと思います。 

 前回の県と市町村の協議の場においては、宿泊税の話と、もう一点、人口減少下での行

政体制の最適化をテーマにし、ワーキンググループを設置して具体的な検討をしていこう

ということで、現在進めていただいている、あるいは我々としても進めているところであ

ります。 
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 そうした中で、本当にこの人口減少でいろいろな課題が出てきていると思っています。

先ほど市長会からの御要請、小泉副会長からもいただきましたけれども、地域鉄道に対す

る支援、これも従前どおりの補助のあり方では、どんどん人口が減っていく、利用者が減

っていく中で本当にいいのかという問題意識を私も持っていますし、条件不利地域におけ

る福祉施設等のあり方についても、ますます条件が厳しくなってくると思っています。そ

ういうことを考えると、やはりこの人口問題に、我々県もそうですし、ぜひ市町村の皆様

と問題意識を共有しながらしっかり向き合っていきたいと考えております。 

 今日はそうした中で、「人口減少下における持続可能な公立文化施設のあり方の検討」と

いうことでテーマ設定をさせていただいたところでございます。文化施設に限らない部分

もありますが、やはりなかなか専門性の高い職員の確保が難しくなってきていると思いま

すし、そうした中で事業を企画することも困難な自治体も増えてきていると受け止めてい

ます。また施設が老朽化する中で、今後どうしようかということで御検討いただいている

市町村があると思いますので、こうした公立文化施設のあり方について、ぜひ共に考えて

いきたいと。心豊かに暮らせる信州をつくっていくためには、文化行政、文化芸術政策は

非常に重要だと思っていますが、その反面、ではそれをどうやって持続可能な形にしてい

くのかということを、いま一度改めて皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。 

 文化施設が今日のテーマでございますが、恐らくほかの課題につながる視点もあろうか

と思いますので、ぜひ後半で率直な意見交換をさせていただき、問題意識を共有しながら、

同じ方向を向いて進んでいくことができればと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 今日はありがとうございます。お世話になります。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。本日御出席の皆様はお手元の名簿のとおりでございます。なお、

本日栁田佐久市長につきましては、オンラインで御出席いただいております。 

 また、本日の会議は公開とさせていただき、その内容については後日県が会議録を作成

し、双方で確認の上、県ホームページで公表したいと考えておりますので、御了承をお願

いいたします。 

 

 

３ 議 事 

 意見交換「人口減少下における持続可能な公立文化施設のあり方検討」 

 

（中村企画振興部長） 

 それでは、「３．意見交換」でございますが、「人口減少下における持続可能な公立文化

施設のあり方の検討」を、知事からもありましたように、テーマとして意見交換をさせて

いただきたいと存じます。 

 まず、小池県民文化部長から資料の御説明をいたします。 

 

（小池県民文化部長） 

 県民文化部長の小池と申します。日頃皆様方には、文化芸術はじめ、様々な分野で御協
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力いただいております。ありがとうございます。 

 まず、お手元の資料に沿って御説明したいと思います。タイトルとして、先ほど来話題

に出ておりますけれども、「人口減少下における持続可能な公立文化施設のあり方の検討」

についてでございます。本日これについて御意見をいただいた上で、可能でありましたら

ば、ワーキンググループを設置して、県と市町村の皆さんで検討していきたいという御提

案でございます。 

 １ページおめくりいただきまして２ページです。左上に「１ 概要」と書いた資料でご

ざいます。 

 人口減少の進行に伴いまして、文化施設に限ったことではございませんけれども、施設

の老朽化や専門職員の不足、そして文化芸術分野に係る企画力の低下など様々な課題が顕

在化しているところでございます。 

 こういった現状を踏まえて、ただ縮小していくのではなく、文化芸術分野に係る行政サ

ービスの質を高めつつ、持続可能な形で提供していきたいという問題意識の下に御提案す

るものでございます。 

 １ページおめくりいただき資料３ページ、左上に「２ 主な課題」と書いてあるスライ

ドです。 

 課題を少しばらしますと、施設の老朽化、ハード面の課題が一つございます。文化ホー

ル・博物館などの文化施設は老朽化している施設が多いということ。そして特に博物館で

は、収蔵スペースが狭隘化しているという現状がございます。 

 そして、ソフト面では、人的資源の不足と題しておりますが、文化ホールの舞台スタッ

フ、博物館の学芸員、イベント等の運営・企画を担う専門人材が不足しているという現状

がございます。 

 そして、３点目は公の視点の重要性ということで、行政サービス、これは文化の部分で

もそうでありますけれども、サービスの提供、そしてサービスを支えるのが、全て行政だ

けで担うのではなく、少し広く捉えていく必要があるのではないかという部分です。広い

意味での公共というような言い方もしておりますけれども、行政だけではなくて民間施設、

民間の団体、そして住民の皆様、アーティストの皆様、企業などを巻き込んで、地域全体、

社会全体で文化芸術を支えていく必要があるのではないかという視点がございます。 

 こういったものに対して、単独の施設、単独の行政だけでの対応は限界があるのではな

いかということでございます。県もそうですし、市町村の皆様もそうだと思いますが、そ

れぞれ人材や財源といったリソースは限られておりますので、団体で解決するというのは

限界があるということでございます。 

 １枚おめくりいただきまして「３ 今後の対応」、そして「４ 今後のスケジュール（案）」

ですが、下のスケジュールを御覧いただきますと、県の文化芸術振興計画というものがあ

り、令和８年、９年までで一旦の期限を迎えますので、令和 10 年からの第３次計画を策定

するに当たり、議論をしていきたいと考えております。この県と市町村との協議の場など

で御意見を伺いながら、公立文化施設の連携のあり方や文化芸術施策の方向について議論

を進めてまいりたいと思っております。 

 この県と市町村との協議の場については、令和８年から９年度にかけて議論を進めてい

ただきたいということでございますが、県としては、ほかの様々なチャネル、例えば企業
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の方や実際に文化芸術に携わっている方においでいただいて、有識者懇談会というものを

開いたり、県の文化振興事業団との意見交換を引き続きやっていったり、個々の市町村や

文化芸術の担い手の皆様へのアンケート調査なども踏まえて議論を深めてまいりたいと考

えてございます。 

 １ページおめくりいただきまして５ページでございます。 

 では、実際に県と市町村との協議の場をどういうスケジュール感でやるかという資料で

ございます。今日の協議の場で、仮にワーキンググループの設置を認めていただければ、

今後ワーキンググループを設置して、11 月の協議の場に中間報告を出せるように検討を進

め、最終的な報告としては、来年のこのタイミングで報告を取りまとめてまいりたいと考

えております。 

 ワーキンググループの概要として、どういったメンバーで検討を進めていくかという点

を構成案としてお示ししておりますが、長野県としますと、我々の県民文化部文化振興課、

そして市町村課、市町村の皆様には市長会や町村会の総務文教部会の皆様にお入りいただ

き、県の文化振興事業団には文化芸術に関する専門的な知見を有する人材がおりますので、

そこにも加わっていただいて議論ができればと考えております。 

 進め方としますと、令和８年度中に３回程度、令和９年度に最終報告の案を検討すると

いうスケジュール感で考えてございます。 

 今日この場で意見交換させていただきたい事項は、６ページに記載がございますが、課

題を皆さんと共有した上で、ワーキンググループが設置されますれば、その際に今日の御

意見も検討に生かしてまいりたいと考えております。また後ほど御説明はいたしますが、

公立文化施設にどのような課題があるか。、そういった課題を解決するために県との連携、

市町村間の連携、個別の市町村でどう対応するかということについて御意見をいただけれ

ばと思います。県としての課題感は、先ほど３ページでも御説明したとおりです。 

 少し先に行っていただいて７ページを御覧いただきますと、文化庁で検討中の資料を抜

き出してきたものでございます。これはイメージ図ということで御理解いただければと思

いますけれども、こういった形で、「文化施設連携プラットフォーム」という組織体を構成

して、例えば、左上に⑤と書いてございますが、各施設の人材をマッチングする人材バン

ク的な機能を持たせられるのではないかとか、右上に⑥とございますが、情報をこういっ

た場で一元的に受け取って発信するということも考えられるのではないかというのが、国

では検討されています。これも検討段階ですので何ら固まったものではありませんが、県

単位なのか圏域単位なのか、こういった構成でできればいいなということで、イメージ図

としてお示ししたものであります。 

 今日の意見交換のところ、６ページにお戻りいただきますと、先ほど県の課題感をお示

ししましたけれども、たぶん市町村の皆さん、これを丸投げされてもなかなか意見を言い

づらいかと思います。県の我々の中で少し想定しているもの、県側からしても、例えば県

で三つの文化会館を持っていますけれども、舞台の技術者がそのとき足りないということ

は県の施設でもございます。そういったときに東京からお呼びしている部分もありますが、

それが仮に市町村の皆さんと連携できることになりますと、一時的に市町村から派遣して

いただいてその公演を運営する。逆もたぶんあると思うんですが、そういった場が一つで

きないかという問題意識があります。 
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 それから、美術展にしても、県のホールでの公演にしてもそうですが、企画段階から市

町村の皆さんとセットで考えていけば、連動企画みたいなものが一緒にできるのではない

かという問題意識もあります。 

 それから、例えば博物館であれば、学芸員さんの専門分野は強みがそれぞれにおありか

と思いますので、収蔵品の評価をするときにも、相互に学芸員さんが行き来して意見を言

い合うような場があってもいいのではないかと考えます。 

 実は、信州アーツカウンシルという組織で、個々のいろいろな活動をしていらっしゃる

文化芸術団体の伴走支援を県でやっていますが、そういった団体の情報提供というのが、

やはり県だけですと把握しきれない部分もございますので、例えば市町村の文化芸術部門

の方から情報をいただいて、密接に把握できるようになっていくのではないかということ

です。 

 それぞれ申し上げたことというのは、現在、個人的なつながりである程度やれている部

分もあろうかと思いますが、少し仕組みとして長野県全体でやっていけるのではないかと

いうことで、今日は御提案いたしましたので、また後ほど、どういった課題があるか、そ

してそれに対して県とどう連携するか、市町村間だったらこんなことができそうだという

ことで御意見をいただけますとありがたいと思っております。 

 私からの説明は以上です。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 本日は、ただいまの事務局からの説明も参考にしていただきながら、公立文化施設の課

題である施設の老朽化や人的資源の不足の中で、公立文化施設同士の連携のあり方や、文

化芸術施策の方向性について検討を進めるに当たって、各市町村の皆様の現状や課題等に

ついて忌憚のない御意見を伺いたいと存じております。 

 それでは、まず、小泉市長会副会長と羽田町村会長からそれぞれ御発言をいただき、口

火を切っていただきたいと思います。 

 まず、小泉副会長、よろしくお願いいたします。 

 

（小泉市長会副会長） 

 市長会の副会長の小泉でございます。最初に、本来であればこのコメントをするのは金

子市長会長ですが、急遽会長に就任ということもあり日程の都合がつきませんで、今日は

欠席ということを、まずお許しをいただきたいと思います。 

 では、私のほうから総括的な話をさせていただきたいと思います。 

 先ほど阿部知事からもお話がありましたとおり、文化振興、また、住民にとって心のよ

りどころ、豊かな生活を送っていく上で、やはりこれだけ気ぜわしい社会になった現在、

この文化施設のあり方というのは非常に重要だと思っています。 

 各地でも、やはり文化施設の老朽化や人材の不足、人員体制については、これまでそれ

ぞれの実情に応じて工夫をしながら運営が行われて、その地域の中で一定の役割を果たし

てきたと受け止めています。 

 一方で、文化施設の老朽化に加え、舞台スタッフや企画を担う人材の確保というのは非
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常に難しくなってきており、事業も、どうしても従来の枠の中にとどまりがちになってき

ているという大きな課題もあるかなと思います。さらにそれを利用する団体、それから来

館者も固定しているという傾向も見られるかと思っています。 

 それから、地域ごとに状況が異なるのではないかということも感じておりまして、例え

ば、担い手の減少の度合い、それから施設の使われ方、現場での工夫などは、それぞれ事

情があるのではないかと思っています。 

 結論的な話で言えば、まずは、やはり課題認識を共有した上で、今後必要に応じて、先

ほど御提案のあったように、ワーキンググループなどの場も活用しながら具体的な検討に

つなげていくための第一歩に、今日の会議も含めてしていければと。簡単ですが、細かく

はまた発言したいと思いますので、冒頭はこの程度にさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 では、羽田町村会長、お願いします。 

 

（羽田町村会長） 

 それでは、町村長を代表いたしまして、私のほうから申し上げます。 

 今回この文化施設をこういう形で県で取り上げていただいたということは、町村とすれ

ば大変ありがたく思っております。 

 今、小泉市長からもお話がございましたが、私ども町村におきましても、こういった施

設がだいぶあるわけです。ただ先ほども知事からお話がございましたように、人口減少や

高齢化の影響によりまして、こういった施設が本当に生かされているかどうかということ

は少し疑問に思っておりますし、なかなかそういうわけにはいかない実情であると思って

おります。 

 実は、私どもの町にも、こんな小さな町ですが、この資料にございますように、11のこ

ういった文化施設があるわけです。それが、今生かされているかというと、しっかりと生

かされているというふうには自信を持って言えないです。それは人材不足、そして今まで

若い人材だった方がだいぶ高齢化してきているということで、非常に難しくなってきてお

ります。 

 こういったことを、県と連携しながら市町村の施設も生かされていくということは大変

ありがたいことですし、今後、先ほどお話がございましたワーキンググループなどで具体

的な議論が行われる場合には、町村の現場感覚や負担の実情を反映する形で検討が進むこ

とが大変重要だと考えております。本日は、その前提となる課題認識を共有しまして、次

の検討につながる土台づくりの場になればいいなと思っておりますので、ひとつよろしく

お願いしたいと思います。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 以下、順次御発言いただくのですが、佐久市の栁田市長が４時までの御参加ですので、
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最初に御意見をいただきたいと思います。 

 栁田市長、よろしくお願いします。 

 

（栁田佐久市長） 

 ありがとうございます。こういう機会がないとなかなかそれぞれで持っている悩みとい

うものが共有できないだろうと思っています。そういう中で、県の役割というのは、やは

り専門性とスケールメリットとよく言われますが、そういったものがこういったところで

発揮していただけるならば、大変ありがたいことだと思っております。 

 たまたま私どもは、県の施設であります創造館を県のほうで直営していく、そしてまた

その場所に、私どもとすれば佐久市立の中央図書館をその場所に建設していくという、そ

んなプランで今連携を取っているところです。 

 これも究極、スクラップアンドビルドで、同じ物をつくるのではなくて、限られた公共

用地を、連携をすることによって有効利用していく一つの例であろうかと思いますし、こ

のプラットフォームというものがそういう場面にも生きてくる可能性があるのではないか

と思っております。 

 また、このプラットフォームにつきまして、特にソフト事業の人材育成であったり、派

遣であるとか、こういったものが風通しのいい文化行政につながっていく有効なものでな

いかと思っておるところでございます。 

 次の計画でこういったものが実現していく上において、実効性の高いものになっていく

ような議論には参加していきたいと思っております。ありがとうございました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 それでは、順次御発言のある方から挙手いただきたいと思います。いかがでしょうか。 

 では、山村町長、お願いします。 

 

（山村坂城町長） 

 このような場をつくっていただいて、本当にありがたいと思っております。市のレベル

と町村のレベルでは、文化施設、公共施設の持ち方が随分違うと思っております。例えば、

坂城町の例で言いますと、文化会館ではなくて、裏のほうに博物館等の中で、坂城町には

四つあるとなっていまして、鉄の展示館という日本刀の展示館や坂木宿ふるさと歴史館、

これは村上義清を中心とした展示館、それから文化の館、それから明治 11 年にできた格致

学校という、長野の県宝にもなっていますがそちらと、表のほうの文化会館等については、

下のほうの長野のところで坂城町は入っていないのですが、これがたぶんいろいろ町村が

工夫しているところですが、私どもの町で文化センターと言っている建物があります。こ

れは、もともと福祉施設としてつくったものですから文化センターのジャンルに入ってい

ないと思うのですが、文化センターとその横にある体育館、これは 1970 年にできまして、

できてから 56年たちますが、町の個別施設計画で、この建物を壊すのかどうするのかとい

うことを５、６年前に議論して、長野県の建築の委員の皆さん、それから県にも相談した

結果、両方の施設が日本を代表する建築家の滝沢健児さんという方が設計したもので、そ
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の方が体育館と文化センターの両方を残しているということで、耐震さえできれば、新た

にリノベーションしたほうがいいだろうというアドバイスをいただいて、立派にリノベー

ションが終わりました。 

 リノベーションが完成したら、オランダに本部がある DOCOMOMO という組織がありまし

て、そこが近現代技術を使った建物をよく保存してくれたということで世界中から毎年何

件か選ぶんですけれども、私どものこの施設が表彰されました。これも県や建築学会の皆

さんに相談した結果そうなったわけで、もしそういうのをやらなかったら壊してしまった

と思います。 

 ですから、そんなアドバイスを受けられるような機能が、これからの新しいコンセプト

の中でできれば、残すべきものは残す、新しく造るものは造るということができるのでは

ないかと思っております。 

 もう一つ、私どもの町ですと、コンサートホールを建てたいと思ってもなかなか立てら

れないということで、10 年ぐらい前に南条小学校を建て替えなければいけないという話が

ありまして、私はいろいろな方に相談しまして、恐らく安曇野にいた太田(元市長)さんが

総務部長か何かをやっていたときに、何か知恵がないかということで相談しました。小学

校を造る、コンサートホールも欲しい、では小学校の音楽室を大きく造ってしまったらど

うかと言われて、結局 300人ぐらいが入るホールが坂城町の中で、唯一音響の効いたホー

ルができました。 

 これなども、町の中で考えてもこんなアイデアは出てこないし、いろいろなアドバイス

を受けながらやらなければいけないと思いますので、こういうコンセプトの絵の中に相談

窓口も入れて気楽に相談ができればと思います。 

 最後ですが、今、私ども坂城町の中で持とうと思ってもなかなか持てないものの一つに、

公文書館があります。これはマストで確保しなければいけないのですが、どうしても今の

状態で新しい公文書館をつくるのはなかなか難しくて、永久保存しなければいけないもの

が町の倉庫の中に置いてあるという感じです。例えば、公文書館などは、近隣で共同で持

つ。あるいは県なら県の中で公文書館を持てないところの公文書を置くようなスペースを

持って、そういう機能で、保管しなければいけないものを安全に系統立てて収納していく

ということもできないかと思っております。 

 公文書館みたいなもので悩んでいる小さな町村はたくさんあると思うんですね。ですか

ら、そんなこともこのコンソーシアムというか、コンセプトの中で一つの会ができればす

ばらしいと思っていますので、取りあえず思いつきですが、そんなことを考えています。 

 今日はどうもありがとうございました。 

 

（中村企画振興部長) 

 ありがとうございます。 

 では、もうお一方ぐらいと思いますが。 

 では、お願いします。 

 

（小泉市長会副会長) 

 今の山村町長の最後の部分について発言させていただきます。公文書館や古文書とか、
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いろいろと後世に残していかなければいけないものがあると思います。これは施設ではな

いですが、文化財という意味では、各市町村でその対応ができるところとできないところ

がある。今このまま放っておくと、特に若い人たちは、燃やすこともできないからそのま

まごみに出してしまうとか、雑紙で出してしまうとか、それが関の山かなと。 

 そういう中では、古文書や公文書、古い写真や、もしかすると映像も入ってくるかもし

れませんけれども、そういうのを受け入れる機関というか、そういうものを県で持ってく

れれば最高ですが、何らかの形の手だてを県民文化部のほうで考えていただくと、非常に

ありがたいと思います。 

 かなり貴重なものがまだ民間の土蔵に眠っているということが考えられますので、これ

は直接今日の文化施設のこととは違いますが、発言させていただきました。 

 よろしくお願いします。 

 

（中村企画振興部長) 

 では、今までのところでも県と市町村の役割分担、また市と町村の役割の違い、また施

設ごと、博物館やホール、公文書館それぞれでまた少し違うのではないかという御意見が

寄せられたと思っております。 

 ここまでのところで、小池部長、いかがでしょうか。 

 

（小池県民文化部長) 

 ありがとうございます。最初のほうで総論的に御意見をいただきまして、課題感を共有

して進めていきたいという御発言をいただきました。いろいろな課題感がそれぞれあろう

かと思いますが、ワーキングを設置しましたときには、またそういったことから、何を射

程に入れていくのかをしっかり議論して、共通認識の下、進めていきたいと思います。 

 また、その課題の裏返しかと思いますが、山村町長からもアドバイス機能への期待をい

ただきましたので、その課題に対する対応策として、県の専門知識、また市町村の皆さん

がそれぞれお持ちのものをどう生かしていくのかという議論も必要かと思います。 

 それから、公文書、古文書など、今回の議論にももちろん入ってくると思っていまして、

何を収集して何を残して、裏返すと何を収集しないのかという目線だと思うんですけれど

も、それをどう決めるのかが、最終的には各市町村の価値判断があろうかと思いますが、

ある程度共通の目線があってしかるべきなのかと思います。 

 そういった御指摘をいただきましたので、次の議論での検討課題かと思いますので、あ

りがとうございます。指摘として承って、次につなげたいと思います。 

 

（中村企画振興部長) 

 ありがとうございます。では、今までの議論でも結構ですし、ほかの論点でも結構です

が、皆さんいかがでしょうか。 

 尖石縄文考古館や神長官守矢史料館などユニークなものをお持ちの今井市長、いかがで

しょうか。 

 

（今井茅野市長） 
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 ありがとうございます。いろいろな課題がありますが、今日は、人材バンクと一元的な

情報の発信という御提言もいただいておりますので、そこにフォーカスして話をしたいと

思います。 

 文化施設といっても、例えば文化ホールみたいなところは大小ありますが、先ほど言う

ように役割がそれぞれ違っていて、自主運営事業みたいなものをやっているところと、本

当に貸館専門みたいにやっているところとそれぞれございます。いろいろな企画を自分た

ちで行っているところは、横のネットワークがある程度あるのかなと思っていますが、そ

れをより一層しっかりと、県が中心になって固めて情報発信を一元的にしていくというこ

とは、まずありだろうと思っています。 

 そうすると、長野県の中でどこでどういった催し物が行われているということがすぐ分

かるわけですので、県内の行き来もそれによってある程度行われる可能性が出てくるかと

思います。 

 あと人材バンクという部分においては、例えば、うちの場合は第三セクターが企画・運

営をやっています。そこには照明の専門家だったり、音響の専門家だったり、そうした舞

台の演出をする専門技術屋さんたちがいるんですね。ですから、単純にピアノ教室の発表

会をやりますといっても、そういうサポートを全部するものですから、御利用される皆様

からの評価は非常に高いわけです。 

 ただ、その人材も、言うように高齢化をしてきていまして、いつまでこの体制が続けら

れるかという課題も正直ございます。ですので、今我々も今後の運営を考える上で、３セ

クなので、市民間での活動にとらわれずに、例えばどこかお隣のところの応援に行くとか、

丸ごと受けるとかそういうこともあってもいいのではないかということもちょうど議論し

ているところでありますので、やはりここの人材バンクでサポートし合うといった仕組み

を、県が中心になってやっていただけると、よりやりやすい体制がつくれるのではないか

と思って聞いていたところです。 

 

（中村企画振興部長) 

 ありがとうございます。職員の高齢化、資源を持っている方の高齢化という貴重なキー

ワードも出たと思います。今の点でもその他の論点でもいかがでしょうか。 

 

（小泉市長会副会長) 

 いいですか。前から準備していたわけではなくて思いつきみたいな話になりますが、県

の文化施設等も、できればどんどん開放していく。文化施設のジャンルに入っているもの

と、先ほどから出ているように、例えば学校施設、小諸でいえば小諸義塾高校が音楽科が

あるということで、今まで小諸高校の音楽ホールは一般には貸し出しもしていなければ、

なかなか小諸市民が、例えば生徒の発表会が仮にあったとしても親御さんでなければ入れ

なかったという部分があったりしていたと思います。だとすれば、今後は地域連携という

こともうたわれていますし、積極的にそういう部分を開放していただければ、小諸市で、

例えば「音楽のまち・こもろ」といっても、音楽ホールを造る予定は当然ないんですけれ

ども、そういう部分を貸していただきながら地域振興を図っていくというやり方があるの

かなと思います。それが一つ。 
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 それから、やはり文化会館、市民会館的なホールと、各自治体オリジナルの郷土博物館

や美術館、例えばうちでいえば小山敬三美術館であったり、白鳥映雪館であったり、その

冠になる人たちがその地域の出身だからということでのものがあったりします。これは各

市町村で考えてもらうしかない。これは公共施設の総合管理計画等で必要なのか必要でな

いのかということも判断しながらやっていくわけですが、ただ、町村間で共有できるもの

に関しては、県も地域振興局でいいと思いますが、そういうところが音頭を取ったり、ま

た広域連合で考えながら、できる可能性のあるものはやはり横連携をしながら、これから

人口減少社会の中で、なるべく施設というのは共有していく、協働していくということが

大きなテーマになってきますから、そういうことをワーキンググループ等をつくって検討

していくのが大事かと思います。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 お願いします。 

 

（羽田町村会会長） 

 実は、私ども、黒曜石の遺跡があるわけですが、星くそ館という博物館があります。黒

曜石体験ミュージアム、さらには、少し時代があれしますが中山道の宿場が二つあります。

実は中山道の宿場のところの学芸員が亡くなってしまったり、皆さん御承知かもしれませ

んが、黒曜石の学芸員さんが、来てはいただいていますが定年で、そういった人材が各町

村で確保することが非常に難しくなってきているんですね。そこら辺は、諏訪と私ども、

それから佐久や川上や山梨県と一緒に縄文時代の日本遺産になっているんですけれども、

そこら辺の学芸員、専門家が非常に少なくなっているあたりを、県の皆さんが確保してい

ただけるということではないかもしれませんけれども、連携が取れるのか。そこら辺はど

うですか。 

 

（中村企画振興部長） 

 学芸員についても、おっしゃるとおり専門職員だと思いますので、ほかのワーキンググ

ループで扱っているような土木職員や専門知識を持った職員と同じに全体枯渇しているか

と。77市町村ありますが、市町村それぞれのパイとしては少なくなってきていると私も考

えるところです。 

 そこで、栁田佐久市長がそろそろ御公務のために退出ということでございますので、現

時点で、栁田市長、何か御発言はございますか。 

 

（栁田佐久市長） 

 それぞれの課題があることを、新たに知ることができました。承ったことを今後の糧に

していきたいと思います。ありがとうございました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。町村の学芸員さんの話なども出ました。確かに町村を回ってい
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ると、一つの小さいエリアに着目したユニークな施設が多いように私も感じます。学芸員

さんのことについて、中村小谷村長、実感としてはいかがでしょうか。 

 

（中村小谷村長） 

 説明していただきありがとうございます。私どものような村でも、実は学芸員がいるん

です。「実は」という言い方はおかしいですが。ただ、現在の仕事は農林係です。要は、学

芸員として採る形もあるんですが、一般職として入っているのでいろいろなところに入っ

ているというのが、当村のような小さい村は特にそうだと思います。 

 うちのほうでは、資料にありますように小谷村郷土館、千国の庄資料館、あと牛方宿と

いうのがあって、千国の庄資料館と牛方宿は、塩の道に関することでいろいろなことをや

っています。小谷村郷土館においては、恐竜の足跡の化石といった特徴あるものを展示は

していますが、学芸員たちがそこをしっかり見るかというと、専門性とかそういうことも

あるのでなかなかそうもいかないのでいろいろな部署に行くという形です。 

 ただ、本人としては、やはりいろいろな学芸員としての知識というものを生かしたいと

いう思いがあると思いますので、冒頭にもありましたが、例えば、人材派遣や連携を取る

ということで、当村から職員を、一旦２年ぐらいのスパンなのか分かりませんが、県から、

学芸員という形ではないですが派遣してもらうというような人材交流みたいなものは、当

村みたいなところは考えられるかと思っております。 

 職員を生かすという面においても、そのあたりはこれから交流を深めていければいいと

考えています。以上です。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 日䑓村長、お願いします。 

 

（日䑓木島平村長） 

 長野県は小さい町村が多いので、一つの例として聞いていただければと思いますが、木

島平村は、以前村民会館というホールがありましたが、ここにもあるとおり、老朽化して

なかなか維持管理ができないということで、数年前に解体して撤去して、今、そういう施

設はありません。 

 そんな中、ふるさと資料館という村の歴史や文化財を集めた施設がありますが、その管

理について、もともと職員はいなかったんですが、村では以前地域起こし協力隊で文化財

の発掘や、言ってみればそういう歴史などに興味がある人を募集して、任期が終わった後

そのまま職員として採用して、その資料館の担当をしていただきました。 

 先ほど小谷村の話があったように、一般の職員として募集した関係で 10 年近くずっと

いたんですが、職員の将来を考えるとなかなかそうもいかないということで、この４月に

違う部署へ異動してもらいました。何かあったときにはそこに出向いて説明したりという

ようなことですが、小さい施設なので、専門の学芸員、職員を置くというのはなかなか難

しい状況なので、それはやむを得ないと思っています。 

 こことは話が違うかもしれませんが、言ってみれば小さい町村にはそういう文化芸術施
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設があまりないわけです。よく言われるとおり、都市と地方、特に田舎を比べると、そう

いう文化的な環境の差は、言ってみれば地方の一つのハンデでもあるのかなと。都市部に

いればそういうことに触れる機会が多い、地方に行くにしたがって、また田舎に行くにし

たがってそういう機会が減ってくるというのは一つのハンデかと思います。 

 それを克服する意味で、こういうような検討の中で、それぞれあるそういう施設を共有

していくことを考えていただくのはいいのではないかと思います。 

 少し言いにくいですが、今年、個人的に県立美術館と歴史館に行かせていただいたんで

すが、たまたまその日がどうかあれですが、あまり人が多くなかったんです。もう少し大

勢人が行くような環境になればいいのではないかと思います。 

 それぞれ見ていくと、学校へいろいろ PR などをして呼びかけはしていると思うんです

が、もっと積極的に呼び込むというか、こういうことがあるからこういう形で来ませんか

とか、小学校、中学校、できれば高校も含めて、そういう形で若い皆さんが文化芸術に触

れる機会をもっとどんどんつくることによって、言ってみればそういうことに対する興味

関心、施設の維持管理についても県民の意識が高まってくれば、またいろいろなことが考

えられるのではないかと思います。そういう意味で、施設の維持管理の一つの方法として、

県民の意識を高めていくことも一つの方法かと思いますので、御検討いただければと思い

ます。 

 最初に言ったとおり、こういう形でやることによって、特にこういう小さい村などは芸

術文化に触れる機会が少ないわけですから、きっかけがないと見に行こうとか、聞きに行

こうとならないのですが、そういうきっかけをもっと積極的に仕掛ける仕組みができれば

いいのではないかと思いますので、よろしくお願いします。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。ホール等の文化芸術施設がハンデになっているという御発言が

ありました。楽しい県土をつくる、また人口減少の中でも楽しい町をつくるという意味で

は、県土のグランドデザインという別のところでやっているものにも関連する論点かと思

います。 

 今、町村の皆様から、職員の枯渇等についてお話しいただきましたが大丈夫でしょうか。 

 下平村長、お願いします。 

 

（下平豊丘村長） 

 話を聞いていまして、そういう施設を３種類ぐらいに分けたほうがいいのではないかと

いう気がしました。例えば、豊丘村には歴史民俗資料館はしかないですから、それはどこ

の村でもあるようなものがいっぱい置いてあって、その村なり町なりのいいところがあっ

てそれなりに一生懸命やっているけれども、週に２回か３回の開館で何人も来ないよねと。

でも、史料として散逸しないように取っておきたいというもの。 

 それと、もう少し大きな規模で、市の皆さんや坂城町さんなんかそういうものがあるの

ですが、ある程度そこそこお金を使っても来場者を増やしながら、ある程度地域としての

塊で何とか維持していきたいもの。それともう一つ、やはり県に中心になってもらって、

民間とも手を組みながら、若い人たちにも受けるような、それぞれの世代に受けるような
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面白い施設。例えば、今度、軽井沢に TSUTAYA が関わった面白い施設ができたそうで、今

度下伊那郡北部５か町村で、小泉さんのところと佐久市長のところと軽井沢を見に勉強会

に行くんですけれども、今後民間の力を入れてもブレイクさせるぞと、特に県が中心とな

って一丸となって動くんだと、そういう３種類ぐらいに分けて対応を考えたほうがいいの

かなという気がします。どこも一つとしてと同じ文化会館はないし、どこまでできるかと

いうことです。 

 特に飯田・下伊那は県の文化施設が一つもないので、将来的には、リニア中央新幹線、

三遠南信道もできますので、ぜひとも応援してほしいと思いますが、そのときには、せっ

かく名古屋から 25 分、東京から 45分という位置になりますから、だてに東京に人が集ま

っているわけではないので、そういう都市部のいいところも引っ張りながら、長野県のい

いところを発信しながら、若い者も集まれるし、それから年寄りも住める、そういうとこ

ろが大切だと思います。 

 やはり普通の自分のところの小さな村では、やはり年を取った人たちが年を取ると歴史

が好きになって勉強しに来るようなところ、それがいけないというわけではないですが、

それは小さい規模のものですから、それはそれぞれの皆さんの中でできればいいのかなと、

そんな気がしました。よろしくお願いします。 

 

（中村企画振興部長） 

 下平村長、ありがとうございました。施設の種類に加えて、機能・効用でも分けるべき

ではないかという御意見だったと思っております。 

 それでは、ここまでのところでいかがでしょうか。 

 

（小池県民文化部長） 

 ありがとうございます。多岐にわたる御意見をいただきまして、全部総括的にはまとめ

られないのですが、今井市長からいただいた、最後のページのイメージ図でお話しいただ

いたかと思います。情報発信、一元的に出していくという形で、今は、県は県の施設、市

町村の広報にも載せていただいたりということですが、もっと一緒にやれる余地もあるだ

ろうという話でしたので、そのあたりも検討の射程に入ってくるかと思います。 

 その中では、例えば先ほど日䑓村長からありました来館者をどう呼び込むのか、若い人

に興味を持ってもらえるような発信の仕方もあるでしょうし、今、下平村長からいただい

たような施設ごとに少し類型化して発信の仕方も考えていくというような検討もあると思

います。 

 今井村長からは、第三セクターなので、第三セクターであるがゆえに隣の町村の応援な

ど機動的にできる部分もあるということもいただきましたので、県と市町村だけの関係だ

けではなくて、市町村相互の関係性もあるだろうと思っておりますので、そういった検討

も必要になってくるかと思います。 

 小泉市長からいただいた県の施設の開放、これは文化施設に限らない話ですが、たぶん

文化芸術×地域振興であるとかいろいろな視点もあると思いますので、そういった観点の

検討の中で、文化施設に限らない部分で対応ができるのかどうか検討していく必要がある

かと思います。 
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 施設の中では、例えば、お客さんが入って何かを鑑賞するというホールの部分と、展示

がメインの施設と大きく分けると二つあろうかと思います。そのあたりを一緒にして検討

してしまうと話が混乱すると思いますので、検討の中では客席系と展示系と分けて考える

必要があると思いますし、展示の中でも地域固有の土地の出身の作家さんですとか、地域

のアイデンティティーを保つための民俗的な部分もあるかと思います。その辺をしっかり

カテゴリーを分けて検討していく必要があろうかと思いますし、人材のところは非常に難

しいですが、日䑓村長がおっしゃったような、例えば地域起こし協力隊で確保していく方

策もあるということで、いろいろな知恵を出し合うことも必要かと思っております。 

 少し情報を整理しながら検討を進めていく必要があるということで伺いました。ありが

とうございました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございました。本日は、県の文化振興施策の実働を担う文化振興事業団にも

来ていただいているので、今までの議論を踏まえて、御感想などいただければと思います。 

 直江さん、お願いします。 

 

（直江文化振興事業団理事） 

 文化振興事業団の常務理事をしております直江崇と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 今までのお話を伺っておりまして、私ども、実際に文化行政の県とのパートナーとして

やっている立場としますと、専門的な人材はおるんですが、ここもなかなか人材の確保に

苦慮している状況がございます。県として三つの文化ホールを持っているところは珍しい

です。そういう中で３館にどういう特徴を持たせながら、地域とどういう形で連携をしな

がらやっていこうかというのは、同じように私どもも課題に思っております。 

 私どもとして、一緒にやれる部分をやっていきたいというのは共通の思いでありまして、

例えば、今アートシェア信州というような取組をしております。いわゆるアウトリーチ、

私どもが出向いていって、市町村の皆さんと一緒に舞台をつくっていったりして皆さんに

見ていただく、地元の方にも参加いただく、こんなような取組をしております。こういっ

た取組がまだまだ皆さんに御理解いただけていない部分があると思うので、私どもも発信

していこうと思いますけれども、逆に私どものほうにも皆さんからこんなことを、ぜひ文

化振興事業団も考えてほしいということをいただければ、また県と一緒に考えていけるの

ではないかと思っておりますので、よろしくお願いします。 

  

（中村企画振興部長） 

 突然すみません、ありがとうございました。 

 

（阿部知事） 

 直江さん、ありがとうございました。私が文化振興事業団のことも知っていただきたい

ということで、発言してもらいました。 

 信州アーツカウンシルの活動をはじめ、かなりいろいろなことをやっているので、ぜひ
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市町村長の皆さんには文化振興事業団や信州アーツカウンシルの活動についても御理解い

ただいた上で、いろいろな形で連携をさせていただければありがたいと思っています。 

 今日のテーマで、少し皆さんのお話を伺いながら、今後一緒に検討していきましょうと

いう方向性はほぼ合意されている感じがありますので、今後の検討に向けて私としての意

見を幾つか申し述べたいと思いますので、今後の検討に役立ててもらえればと思います。 

 まず、このテーマ「人口減少下における持続可能な……」というところから始まってい

るので、何となく頑張って残さなければというポジティブイメージよりも、若干ネガティ

ブイメージが前面に出ている感じもしなくもないですが、意外と頑張っています、長野県

ということで、長野県のいろいろな強みを発信している中では、美術館・博物館の方は日

本一ですということを PR していますし、先ほど下伊那には県の施設がなくてとおっしゃ

っていて申し訳ないと思いますけれども、県立で３館も文化会館を持っているのは、ほと

んどないと私は思っています。 

 そういう意味では、施設数が多いということは、人口減少下で課題であると同時に、逆

に言うともっとプラスに生かせる部分もあるのではないかということで、ぜひポジティブ

な取組にしていくということがまず必要ではないかと。要は縮小均衡型ではなくて、冒頭

申し上げたように、やはり文化芸術は極めて重要だと思っていますので、そういう意味で

は、県内の様々な人材や資源が、今まではある意味ばらばらに運用されたり確保されたり

してきていますけれども、それを全体的に最適化をしていくことによって、長野県の文化

芸術のパワーを最大限生かしていくということが、まず必要なのではないかと考えます。 

 そうした中で、先ほども下平村長から幾つか類型化する必要があるということが出まし

たが、私もそう思いますし、これは私どもがテーマ設定をしておきながら、私がこんなこ

とを言うとあれですが、文化施設のあり方の検討と言いますが、施設だけではなくて、機

能もしっかり、施設も全く視野に入れなくていいわけではないですが、そもそも施設だけ

に行ってしまうと箱を維持するかしないかの話だけになってしまうので、肝心なのはその

中身であると思います。 

 そういう意味では、文化芸術で今のいろいろな施設が果たしている機能はいろいろある

と思います。公演をする機能だったり、あるいはそこで学ぶ機能であったり、あるいはい

ろいろなものを呼んできて展示する機能であったり、あるいは地域の皆さんが自ら創作す

る場としての機能であったりいろいろな機能があるので、そういう機能をしっかり念頭に

置いて、そうすると、場合によったらいわゆる文化施設を使わなくても町中でもできる活

動があったり、あるいは町中でやっている活動でも、実は文化施設に引き寄せたほうがい

いんじゃないかとか、そういう柔軟な発想・視点を持つことが必要ではないかと思います。 

 そういう中で、先ほども小泉副会長からお話がありましたけれども、一つは、学校施設

というものも同じような目線で見ておくということが重要だと思います。子供たちがそも

そも公立の文化施設で学ぶということも必要ですし、そもそも学校施設ももっと有効に活

用できないか。今、ただでさえ施設数が多いわけですが、学校の施設ももっともっと活用

する余地があるのではないかと思いますし、文化と福祉、今、シニア大学みたいな取組を

長野県では行っていますけれども、そういうシニアの皆さんの活動や発表、今でも使わせ

ていただいていますけれども、そうした福祉と文化の連携みたいなことも、この高齢化社

会にあってはより踏み込んだ検討が必要ではないかと思います。 
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 とりわけ、長野県で民間の施設も含めて美術館・博物館が多い一つの要因は、地元の人

たちだけではなくて、観光で訪れる人たちも大勢いるというのが長野県の強みでもあると

思いますので、そういう意味では観光施策との連携も重要ではないかと思います。 

 今回のテーマは公立文化施設ですが、公立文化施設のあり方の検討だからといって民間

の文化施設を全部外してしまうとたぶん最適化ができなくなります。県内には優れた民間

の文化施設もあるので、そうしたところとの連携ということも、ぜひ視野に入れて検討を

進めていくことが必要ではないかと思っています。 

 最後にもう一点、今、AI・デジタルの時代なので、オンラインでいろいろな場をつなぐ

ということもできます。例えば１か所のイベントを複数の地域で見たり、あるいは同時に

つないでイベントをやることも、まさに（長野県の）150 周年でもそういう方向で検討し

ているわけですけれども、そうしたことも十分可能になっていますし、いろいろな意味で

拠点がたくさんあるということをネガティブな視点だけではなくて、もっとポジティブに

生かすということも含めて、ぜひこの AI・デジタルの時代の文化施設のあり方という観点

も含めて検討していく必要があるのではないかと思いますので、そうした点を、ぜひ頭に

置いていただけるとありがたいと。 

 それから、皆さんから出ている相談機能の問題、あるいは人材の確保の課題であったり、

あるいは横の連携、県との垂直補完、広域連携、こうした部分は今回のテーマの中で非常

に重要な視点として持って取り組むということが必要だと思います。 

 人材については、先ほど申し上げたように、限られた人材をどう最適化するかというこ

とを考えなければいけないので、やはり広域的な人員の配置のあり方であったり、あるい

は最近兼業・副業は当たり前という時代になっているのでそうした観点であったり、さら

には大学や大学生・大学院生の活用みたいなことであったり、任期付職員としての採用で

あったり、いろいろなことを幅広く検討していくことが必要ではないかと思います 

 あとは、先ほどの AI・デジタルの関係でいけば、そこに人がいなくても、今いろいろな

ことができるようになっていますし、これまで学芸員の皆さんが培ってこられたようなノ

ウハウや知識は AI に読み込ませて、人がいなくてもいろいろな案内をしてくれたりする

形にもなりますので、そういう新しい時代における文化施設のあり方ということも、ぜひ

検討の中には入れていってもらいたいと思います。 

 皆さんのお話を聞いて、私が感じたことをたくさん言ってしまいましたけれども、ぜひ

ポジティブな視点で、そしていろいろな分野との連携も含めて検討していくことが必要で

はないかと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 知事から、機能にも着目すべきではないかというお話がありました。あまり私のほうで

話してはいけないのですが、森将軍塚古墳館やさらしなの里（歴史資料館）などは、遠足

などで子供さんたちがいらっしゃると思っていますが、小川市長、今のお話を受けていか

がでしょうか。 

 

（小川千曲市長） 
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 今、知事からポジティブにというお話があったのですが、今、部長からお話があった森

将軍塚古墳館やさらしなの里歴史資料館という合併前にできた施設は、それぞれの機能が

重複しているような施設が千曲市の場合多くて、文化会館のホールも、1,000 人近い客席

の上山田文化会館は昭和 55 年の建物で、その後平成になって更埴と戸倉とそれぞれまた

ホールができたということで、千曲市としては今ポジティブに考えたいのですが、やはり

今後の維持管理のコストを考えると統廃合という議論が、今始まろうとしています。 

 そうした中で、人材の育成と確保、特に舞台のスタッフというのは固定化していますし、

高齢化もしているので、そういった育成というのは、ぜひお願いしたいところでありまし

て、広域で何かできれば大変ありがたいと思っています。 

 率直に言うと、千曲市の場合は施設を統廃合せざるを得ない状況に今なってきていまし

て、その住民に向けての丁寧な合意形成のあり方に、今、非常に苦慮しているところであ

ります。 

 そうした中でポジティブな話をしながらも、市民が考えるきっかけをつくるという意味

では、今回のこのテーマの設定は大変タイムリーでありがたいと思っています。文化施設、

また文化政策のあり方みたいなものを市民と一緒に考える機会にしていきたいと思ってい

ますので、これからの議論に大いに期待をしているところです。 

 本音を言えば、お金さえあれば何とか維持したいところですが、なかなかそうもいかな

いので、そういった財政的な支援などのアドバイスやどうやって合意形成を進めていくか

という点でのアドバイスもいただければ、大変うれしく思います。以上です。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 国のほうでは、広域化に関する議論についても補助や財政措置も年々手厚くなっている

と思います。我々のほうからも御提示できるものがあればと思っています。 

  

（山村坂城町長） 

 阿部知事の話に関係して、先ほど私、小学校をつくるときに、そこに 300人入る音楽ホ

ールをつくったと言いました。今、学校開放と同じように、普通の体育館を貸すのと同じ

ように、頻繁にそこで演奏会をやるようになりました。初めは教育委員会が学校の中だと

かいろいろ言ったのですが、これはもう町のものだと言って、日常的にコンサートをやる

ようになりました。 

 そういうことを見ると、先ほど阿部知事もおっしゃっていましたけれども、今、文化施

設と言っていますが、学校を含めて考えるといろいろな柔軟な使い方ができるのではない

かという感じがしています。ぜひそれもディスカッションの中でうまくいけばいいかと思

います。 

 それから、先ほどの直江さんの話で、文化振興事業団でアウトリーチでいろいろやられ

ると聞きました。坂城町には野外コンサートホールがあります。これは薪能をやったり、

たまに演奏会をやるという程度です。日常茶飯事に野外ステージを使っていることはあま

りないのですが、例えば、文化振興事業団のプログラムの中でいつでも使っていただけれ

ばと思っていますので、施設同士の交流といいますか、みんなで使うということもやると、
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私もいろいろなところの野外ステージを見たんですが、草ぼうぼうになってしまっている

ところがほとんどです。それは使わないからですね。それができればと思っています。 

 最後にもう一つ。これは悩んでいることですが、坂城町の村上地区、上平ですが、1500

年前の６世紀にできた古墳があるんです。それがずっと民有地の中にあって、民間の方が

ずっと自分の家の中の古墳を管理してきた。20 メートルぐらいあって、石棺も８メートル

ぐらいある本格的な古墳です。よく維持管理してくれたんですが、もういよいよ持てない

ということになって、町にあげようかと言われていてもらってもいいと思っていますが、

新たな文化施設が増えると思っていまして、そうなると、先ほど千曲市の小川さんの話に

ありましたが、古墳連携というか、そういう知恵を拝借して、あるいはそういうネットワ

ークができればもっとすばらしくなると思います。今のところ民間で持っていていずれこ

ちらに移ってくると思いますが、そんなことも含めて、またアドバイスをいただければと

思っています。 

 いろいろなことを言って申し訳ないです。 

 

（中村企画振興部長） 

 自由な発想で夢が広がる話で非常にいいと思います。夢が広がるといえば、AIバーチャ

ルのほうでも知事から発言がありました。どういったふうに使っていくかいろいろあると

思うんですが、どこと組んでみたい、どういう話が考えられるとか……、お願いします。 

 

（小泉市長会副会長） 

 中村さんの話を遮ってしまっていけないのですが、バーチャルも利用しながら、例えば

電子図書館をつくりましたよね。あの発想で、長野県内いろいろな市町村が持っているも

のをネット上に、著作権の問題などいろいろあるかもしれませんが、そこで鑑賞できたり、

リアルを見に行きたいということで、例えば小諸の人間が飯田に行くとか、飯山に行くと

かということがあってもいいのかなというのは一つあります。 

 それから、今日文化施設ということですが、先ほど古文書、公文書、写真という話をし

ましたが、民俗文化財も、先ほど知事の話に出てきた文化と福祉の連携という部分で言う

と、やはり高齢者がどんどん亡くなっていく中において、それを残していくという部分で、

今すぐ若い人たちに伝承が仮にできなくても、AI を使って何かそういう資料を残したり、

やり方を保存しておく。卵子や精子の冷凍保存ではないですが、次の世代が必要とすると

きにまた出せるようなやり方も、お金はかかるかもしれませんけれども、あるのかなと。 

 それによって高齢者が文化に貢献したという一つの地域の大切なものを残していくとい

う意味でのそういうあり方もあるかと思いました。 

 

（中村企画振興部長） 

 今、いろいろな話が広がりましたが、藤澤副会長、いかがですか。 

 

（藤澤町村会副会長） 

 小さな村ですので、資料にあるとおり農村資料館みたいなもので、昔からの農機具を展

示したり、なるべくランニングコストをかけないで、学芸員は当然いませんし、AI バーチ
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ャルみたいなもので全県的にいろいろなものが見られればいいと思いますし、電子図書館

もうちは参画していますし、ああいうもので子供たちがいろいろな図書に触れられるのも

いいですし、歴史をどうにか後世に残していくのにこういう施設は大事だと思います。 

 ただ、本当に財政的にこれをどのように維持していくか。当然教育委員会が所管ですが、

そういうものを教育委員会の連携で、市町村でまた県と一緒にできないかということもあ

りますし、ワーキンググループでしっかりいろいろ協議していただければいいのではない

かと思います。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。ひととおり皆様に発言いただいたところかと思います。今まで

の議論の中で補足したいことがあればお願いします。 

 

（今井茅野市長） 

 先ほどいわゆる文化ホール系の話を私からさせてもらいましたが、今度は博物館系の話

で、小泉市長、羽田町長からもお話がありました。どうしても文化財を守ろうということ

が前面に出るし、それをやっていかなければいけないと思います。 

 ただ、やはりこれを、例えば日本遺産ですとか、県内は四つそういった指定をされてい

る部分があって、これは歴史文化と大きく関係しているものです。県とすると、広域的な

意味で観光とかそういうものとしっかりそれを結びつける、やはりそこは音頭を取っても

らいたいと思います。 

 市町村でもできることはありますが、やはりそこに県が一枚かんでくれることによって、

非常にその辺がスムーズにいくかと思いますし、特に我々のところは県の施設がほかと同

じでない地域です。県の施設がない地域は県との関係をどうやって取ればいいか苦手な地

域とも言えます。例えば、歴史館との関係をつくりたいと思っても、なかなかそうはなら

ない部分があって、うちも神長官守矢史料館ですとかありますし、尖石縄文考古館、これ

は埋蔵文化センターとの関係もいろいろあるけれども取りづらいみたいな部分があって、

そういったより連携を深める体制づくりといいますか、そうしたものも県としてやってい

ただけると、より一層新しい展開が見えてくるし、日本遺産などしっかりと PR していく形

が見えてくるのではないかと思いましたので、ぜひその辺のところも議論に載せていただ

ければありがたいと思いました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 今の御意見に関連してありますか。小池部長、県の施設との連携の話がありましたが、

どういうことが考えられるでしょうか。 

 

（小池県民文化部長） 

 財政的なもの、人の制約と考えると、たぶん最初は入り口から狭まってしまうと思いま

すので、入り口は広く設定して話をスタートして、中で情報を整理しながら、その施設の

区分をどうするかとか、発信の仕方を誰がどう担うのかという観点で少し整理しながらや
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っていくということだと思います。 

 今井市長から最後にいただいたように、歴史館との関係づくり、また文化振興事業団と

の関係づくり、まさにそこが今回一つの大きな目的でもありますので、県と市町村の皆さ

んとのつながり、市町村同士の、例えば近隣だけではないつながりもこの機会で検討して

いく中でつくっていければいいなと思っておりますので、また進めていく中で、いろいろ

な課題が出てまいりますが、一緒にアイデアを出し合ってやっていきたいと思いますし、

また御協力をいただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

（中村企画振興部長） 

 学芸員さんは地域に根づいておられるので、いきなり違う地域のといっても難しいとこ

ろもあるかと思います。その上では県の役割が大事になってくるかと私も考えます。 

 お願いします。 

 

（山村坂城町長） 

 うちの町には学芸員が３人いるんですが、１人は日本刀の専門家でそれは男性で、２人

は女性の古文書の専門家がいるんですけれども、学芸員の県全体の取りまとめや連絡とか、

それはありますか。先ほど阿部知事が、文化施設ではなくて文化と捉えると、学芸員は貴

重な存在なので、それらがいろいろ連携を取ったりすると物すごく機能的かと思いますが、

どうでしょうか。みんな独立しているんですか。 

 

（秋山文化振興課長） 

 文化振興課長の秋山と申します。本日はありがとうございます。学芸員さんにつきまし

ては、県において県立美術館と県立歴史館を設置していまして、それぞれ美術系は県立美

術館で、また歴史系は県立歴史館で研修を行ったり、連携のネットワークをつくったりは

しております。ただ全ての市町村の全ての美術館・博物館にしっかり還元ができているか

というと、もう少し検討する余地があるかと思っておりますので、今回の議論を踏まえて、

そういったネットワークが広げられればと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

（山村坂城町長） 

 あまりほかの地域の話を聞いてリクルートされても困りますが、やはり連携ができれば

いいと思います。 

 

（中村企画振興部長） 

 博物館協議会には、全ての博物館が入っているわけではないんですね。 

 

（秋山文化振興課長） 

 そうです。博物館の協議会もございますが、全てが入っているわけではございません。 

 

（中村企画振興部長） 

 それも課題かもしれませんね。ありがとうございます。 
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 ほかに今までの議論を踏まえて、また新たな論点も大歓迎ですが、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。深掘りしていくとまだまだ論点があるものかと考えておりますが、一

旦意見もひととおり出していただいたかと思います。 

 では、本日の意見交換のまとめでございますが、最初に小池部長からありましたように、

ワーキンググループで、本日出たような議論も深めまして、市町村間の連携・協働に向け

た具体的な検討を進めるということでよろしいでしょうか。 

 以上について、御了承いただければと思いますが、御意見等いかがでしょうか。 

 

＜ 「異議なし」の声あり ＞ 

 

（中村企画振興部長） 

 御了承ありがとうございます。せっかくの機会ですので、少し時間に余裕がございます

ので、各市町村長の皆様から、何か御発言があればいただければと思いますが、いかがで

しょうか。本件に関連しない部分でも結構でございます。 

 

（阿部知事） 

 私からいいですか。せっかく市長会、町村会の皆様がお集まりになっているので、私か

ら少し問題提起というか、課題認識の共有をさせていただければと思います。 

 まず一つ目は、中東情勢に伴う物資等の供給、価格高騰の対応の問題であります。昨日

全国知事会として高市総理のところに要請活動を行ってきました。一つは、今の物価高騰

局面における支援、エネルギー価格等に対する支援をしっかり行ってもらいたいというこ

とと、いろいろな供給面、総量としての備蓄の放出等もされているので一定程度総量確保

は、代替調達も含めて相当しっかりやっていただいてはいますが、とはいえ現場レベルに

行くと、いわゆる目詰まりと称されているような状況があるので、そうしたものに対して

きめ細かく対応していってもらいたいということ。 

 それから、影響を受ける事業者に対しての経営支援、これは中小企業者、あるいは農林

漁業、さらに建設業、こうした皆さんに対する経営支援、そして、やはり情報をしっかり

我々都道府県とも共有してもらいたいというお話をさせていただきました。 

 そういう中で、やはり現場の困り事はぜひ政府にも伝えてもらいたいというお話もあり

ました。これは今、知事会の中でも政府とどういう形で連携するか考えていますが、ぜひ

各市町村においてもこれが困っているとか、これが大変だということがあると思いますの

で、そういうことは我々県にも共有いただければありがたいです。 

 あと政府は、今日は資料がなくて申し訳ないのですが、かなり目詰まり対策を赤川大臣

の下で一生懸命やっているので、困っていることがあればここに相談してということを情

報提供してくださいというのがあるので、そういうところにしっかりつなげていただける

とありがたいと思っておりますので、ぜひここは市町村の皆さんとも方向感を共有しなが

ら県も対応していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それからもう一点、今、地方制度調査会で、国と都道府県と市町村の役割分担の議論が

始まっています。私も全国知事会を代表して出席しておりますが、まだ今のところ論点整

理程度にとどまっています。 
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 私は、今の国と地方の関係は、「責任なき国と権限なき地方」という言い方をさせてもら

っていますが、非常に数次にわたる分権改革が進んできたとはいえ、まだまだ中央集権的

な状況が続いているんじゃないかということで、踏み込んだ改革をしてもらいたいという

問題提起をさせてもらっています。ぜひこれは、また皆さんとも一緒になって取り組んで

いきたいと思っていますが、そうした中で、これは時間が少しあるので皆さんから御意見

というか、教えていただきたいのは、昨年いわゆる教育無償化の議論を、これは全国市長

会、全国町村会の皆さんと国の３省庁、文科省、総務省、財務省に行ったときに、我々の

ほうから求めたのは、いわゆるナショナルスタンダードといわれるものについては、ぜひ

国の責任においてしっかり対応してもらいたいということを申し上げ、そうしたものにつ

いては、地方の声も聞きながら考えていきましょうという方向を出してはいただいていま

す。 

 ただ、その具体的な議論は行われていない状況でありますが、例えば、私がいつも例示

で申し上げているのは、子供医療費についてで、全国 47 都道府県、市町村例外なく子供医

療費助成をやっていますが、ただ所得制限があったりなかったり、高校卒業までとか小学

校までとか、いろいろ地域によってばらつきがあります。これだけ人口減少とか子育て支

援が日本前提のテーマになっているときに、本当にこれでいいんだろうかという問題意識

を持っていまして、そういう意味では、こうしたものについては、国がナショナルスタン

ダードとしてしっかり取り組むべきだと。 

 今までどちらかというと、国保の減額も含めて国は足を引っ張ったりして真逆の方向だ

ったので、これは国として考えていく必要があるのではないかという話をさせていただき

ますが、特に子育て支援のナショナルスタンダードですが、ほとんど市町村の皆様に担っ

ていただいているので、今後国とそうした話をするに当たって、皆さんから見たら、これ

はもっと国が金を出すべきではないかとか、あるいはこれは国がもう標準化するべきでは

ないか、あるいは逆にこんなことは国で決めないでほしいとか、子育てに関してのナショ

ナルスタンダードという議論の中で、皆さんのほうでお考えになっていることがもしあっ

たら教えていただきたいです。突然この話ですが、もし日頃考えていることがあれば教え

ていただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

 

（羽田町村会長） 

 いいですか。私は実は、18 歳までの医療費無料というのは全国で真っ先にやりました。

それから給食費の中学校までの無料化もやりました。保育園の減免だ何だかんだと様々や

りました。けれども、子供はどんどん減っています。人口も減っています。だからもっと

根本的に国は子育てをしっかりとサポートするようなことを考えないと、小手先だけのこ

とだとなかなか効果が出てこないのではないかと。 

 もっと言えば、もう１人子供ができたら何百万円、何千万円やるぐらいの、まあそれは

財政が非常に厳しいですが、それぐらいの覚悟で国がやらないとなかなか解決できないの

ではないかと感じています。 

 

（阿部知事） 
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 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 

（小泉市長会副会長） 

 知事からお話のあった医療費の無償化。これは今、500 円なり 300 円なり、ゼロという

ふうに県内でもいろいろ分かれていますが、命に関わるものですから、まずナショナルス

タンダードでやっていただく。それから今の羽田町長の話を否定するとかそういうことで

はないんですが、やはり子育ての支援の部分と、そもそも子供を持つ持たないというとこ

ろ、これは教育も含めて根本的にという部分では一緒ですが、やはりあり方を考えていか

ないと、今のままだと子供を持つことがリスクみたいな世間の考え方、風潮というのが足

を引っ張っているのではないかと思います。 

 どんなに子育て支援をしようとしても、そもそも子供を持つという発想にならなければ

駄目で、かといって、これが難しいのは押しつけるわけにはいかない。夫婦になった以上

は子供を持たなければいけないという発想は、行政側が持たずに、そこら辺はうまくどう

いう形が取れるのかは、みんなで考えていかなければいけないと思います。 

 もう少し世知辛い世の中ではなくて、子供を持とうというカップルが夢や希望が持てる

ような、概念的な話で大変恐縮ですが、豊かな気持ちになれるんだみたいな、ということ

自体も、発言するのが難しいです。でも、何かそういうふうにならないと、子供を持った

はいいけれどもお金がかかる、学費がかかる、いろいろ面倒なことがおきると、先ほどの

知事の話ではないですが、ネガティブではなくて、なるべくポジティブに考えられるよう

な社会、そういう体制になっていくようなところから変えていかないと、なかなか難しい

のかなと思います。 

 

（阿部知事） 

 ありがとうございます。 

 

（今井茅野市長） 

 まさに小泉市長が言うとおりで、若い人たちがお子さんを産みたいと思える環境をどう

つくるかであって、子育て支援は何かをただにしたりお金を配ったりしても子供を産もう

と思わないと思うんですね。やはり子供を持とうかと思うときは、この先の自分の経済力

で大丈夫かと、みんなそういうことを考えるんです。だけど今の現状は、働き方改革で残

業をしたくても残業が思うようにできなかったり、30 代なんてやはり稼ぎたいじゃないで

すか。でもそれができないように国がしてしまっているわけです。国民負担率はどんどん

上がっていく、その状況下で、若い人たちが子供をもうけようと本当に思うのか。やはり

そこだと思うんです。 

 やはりいくら給食費をどうこうしたり、学校をどうこうしたりというところよりも、そ

れ以前の問題として、自分の人生設計がきちんとつくれるかどうかを少し考えるべきでは

ないかと私は思っています。 

 

（阿部知事） 

 すみません、ありがとうございます。 
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（山村坂城町長） 

 阿部知事がおっしゃったようにナショナルスタンダードで一律にやれと言っても、恐ら

く人口はまだまだ東京、関東圏、首都圏に集中すると思います。しかしながら、特殊合計

特殊出生率は日本で 1.15 ぐらいですが、東京は 0.96、ですから東京で子供が生まれてい

るわけではないんですね。そうしたら今度は働く環境や職業、働き場の問題とか、そちら

のほうを、阿部知事がおっしゃったように、地方分権というのをいろいろな意味でもっと

積極的にやっていかないと、授業料を無償化にしたり、給食費をやったとしても駄目だと

思います。 

 ですからそこについて、地方が魅力的になって人が移ってくれると。移れば子育て環境

はいいですから人口が増えてくると思うんです。出生率は東京は低いわけですから。そこ

のところを押さえていかないと駄目だと思います。 

 阿部知事が前からおっしゃっているように、地方分権が実質的にほとんど進んでいない

と思います。首都圏から地方、また例えば長野県から各市町村へのいろいろな分権の仕方

はいっぱいあると思うんですが、それを体系的に投げかけないと、金だけ下げればいいと

はならない。 

 むしろ、今東京などは家が買えなくなって、若い人は悲惨な生活をしていると思います。

そういう現実を踏まえて、我々はもっと我々の利点は何かということを前に出してやって

いかないといけないと思っています。 

 羽田さんがおっしゃったように、地方のほうがむしろ教育の無償化とか医療費とかやっ

ています。けれども人が来ないという現実ですから、こんなに努力しているのにと我々は

思っているわけですから、ぜひともそれを体系的に整理して、阿部知事から全国に向けて

言っていただければと思いますので、みんなで知恵を出し合って進めていかなければいけ

ないと思っています。以上です。 

 

（阿部知事） 

 ありがとうございます。 

 

（中村企画振興部長） 

 まず下平村長。お願いします。 

 

（下平豊丘村長） 

 今の都市部の出生率の分析ですが、うちは東京に子供が２人います。地元は家が広いの

で３人孫がいます。やはり住む場所が広くないと、どうしても子供は育てられない、増や

せないということがあると思います。けれども、東京は狭くて高い、田舎は安いけれども

面白くない、暮らしづらい、そこが難しいところだと思います。 

 ちょうどこの間、韓国かどこかの都市で、子供がいる親たちに安いマンションを売り出

したら、すごい勢いでみんなが入って出生率が上がったと言っています。だから田舎と都

市部をどういうふうに切り分けられるか、それは非常に難しいことがあると思いますが、

もちろん東京一極集中に問題があるんですが、そこの一極集中のところに若い人がたくさ
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んいるので、何とかその若者たちがもう少し広いところに住めるような、それこそナショ

ナルスタンダードを何か考えていただけたら、そうすると出生率のアップにつながるので

はないかと思います。 

 

（中村企画振興部長） 

 日䑓村長、お願いします。 

 

（日䑓木島平村長） 

 たぶんどこの市町村も子育て支援についてはかなり力を入れていると思います。村でも

結婚祝い金、出産祝い金、入学祝い金、最近はやはり給食費の無償化といろいろやってい

るわけですが、なかなか出生率は上がらないです。 

 そういう状況を考えると、当然手取り、実質賃金が上がっていないという話もあります

が、豊かだから子供が増えるのかということが最近は疑問に思います。統計的に見ても出

生率が高い地域、低い地域がありますが、それと豊かさ、言ってみれば可処分所得ですね。

その辺の相関関係があるのかどうか。豊かだから子供が増えるのか、もし増えていないと

したら何が原因か。今話がありました住環境や地域の環境とかいろいろあると思いますが、

経済的な豊かさ以外にどんな条件があるのかというのは、国全体としてもっと広い地域で

検証してみる、調べてみる必要があるのではないかと思います。 

 言い方は失礼かもしれませんが、貧しいといっても、そんなに経済的に豊かでないとい

っても、それでもやはり子供がいっぱいいる地域があると思いますので、その辺はどこか

で検証することが必要ではないかと思います。 

 

（阿部知事） 

 ありがとうございます。若干私の投げかけ方があまりよくなかったようで、少子化対策

の話になってしまったのですが、たぶん「子育て支援策＝少子化対策」では必ずしもない

部分があって、ただ、特に長野県の市町村の皆さんは、相当この子育て支援は充実した取

組をされていると私も思っていますし、そういうものがある意味地域間競争になっている

こと自体がいかがなものかという感覚を私としては抱いています。 

 特に、東京都が相当手厚い支援をやっているので、さらに一極集中になっているという

課題もありますので、そういう意味では、かなりもう子育て支援のメニューというのは出

尽くしている感がありますので、一度、国はどこをやって、市町村はどんなことをやって、

財源はどうするかみたいな形を整理していくことも必要ではないかと思っています。 

 昨年末のいわゆる給食費の大幅な負担軽減で、あのときの議論で無償化という言われ方

は、地方の立場からすると無理があるので、最後はそれは言い方を弱めてもらいましたが、

もう一つ、国と地方がどう財政の役割分担をするかで、最終的に給食費は、我々都道府県

は全く関係していなかったですが、我々も絡んで交付税措置をするという形になりました。

財政力に違いがある中で、どうやってナショナルスタンダード化と併せて地方財源を均て

ん化していくかということもセットで考えないと、何でも国にやってもらうという話にな

ると、今まで先行している、特に大都市部ほど実は負担が軽くなってしまうという、さら

に地方と格差がつくという問題もあるので、このナショナルスタンダードの問題と地方税
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財政の均てん化の話はセットでしていかなければいけないと思っていますので、そこは今

日いただいた御意見も踏まえてよく考えていきたいと思いますし、もう一方の少子化対策

のほうは、皆さんからお話がいろいろ出ていたように、そろそろ国で本気で要因分析や、

地方でそれぞれ独自の施策を行っていますので、そうしたものが効果がどの程度あるのか

みたいなことの検証も、お話があったように必要になってきていると思います。 

 おそらくこれは個人の価値観の変化等もあるので、経済的な側面も一部あると私は思い

ますが、それだけではなくて価値観の問題だったり、そもそも日本の場合は、基本的に結

婚しないと子供を産まないという社会ですから、そういう意味では子供を産む産まない以

前に結婚するしないという課題もありますので、そういう意味で、そうした問題を幅広く

日本全体で考えていくということが必要になってきていると思っています。 

 政府も人口戦略本部を立ち上げたので、そういうところでデータも踏まえたしっかりと

した議論・検討を行っていただくように引き続き求めていかなければいけないと思ってい

ます。 

 私のほうから突然テーマを振ってしまったので、大変恐縮でありましたけれども、ぜひ

子育て支援のところは、引き続き市町村の皆さんと県とで、これまでも連携させていただ

いていますけれども、これからもぜひ協力し合いながら取り組んでいきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 

 

（中村企画振興部長） 

 ありがとうございます。 

 全体通してよろしいですか。ありがとうございます。 

 では、議事を終了させていただきます。 

 

 

４ 閉 会 

（中村企画振興部長） 

 長時間にわたりありがとうございました。次回の開催についてですが、本年 11 月 12日

の開催を予定しております。詳細については、事務局を通じて御相談させていただきます。 

 以上をもちまして、第 31回の「県と市町村との協議の場」を終了いたします。 

 本日は、大変お疲れさまでございました。 

 

（一同） 

 ありがとうございました。 

 


